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•
地
域
企
業
の
活
用
向
上

•
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

•
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
協
力
、

　

支
援

3
．
商
工
会
議
所
運
営
基
盤
の
強
化

•
会
員
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の

　

充
実

•
各
種
団
体
と
の
連
携
強
化
と
交

　

流
事
業
、
諸
会
議
等
の
開
催

•
道
内
外
商
工
会
議
所
と
の
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
拡
大

●
事
業
実
施
項
目　
新
規
細
目

特
別
提
案

•
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
及
び
物
価
高

　

騰
に
係
る
経
済
対
策
の
強
化
促

　

進
1
．
地
域
経
済
活
性
化
対
策

⑵　

商
工
業
振
興
対
策
の
推
進

　

•
人
手
不
足
を
補
う
機
械
導
入

　
　

に
係
る
助
成
制
度
の
創
設

2
．
地
域
基
盤
整
備
及
び
都
市
機

　

能
の
充
実

⑵　

都
市（
産
業
）基
盤
施
設
の
整

　
　

備
及
び
機
能
向
上

　

•
津
波
等
災
害
時
の
避
難
訓
練

　
　

等
の
取
組
み
強
化

⑶　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の

　
　

確
立

　

•
民
間
の
省
、
再
エ
ネ
設
備
へ

　
　

の
更
新
、
導
入
に
対
す
る
支

　
　

援

　

•
稚
内
市
の
脱
炭
素
先
行
地
域

　
　

計
画
の
促
進

　

•
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
、
ブ
ル

　
　

ー
カ
ー
ボ
ン
等
広
範
な
脱
炭

　
　

素
の
取
組
み
促
進

な
成
長
軌
道
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
事
を
願
っ
て
い
る
。
本
日
の
議

事
は
、
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に

加
え
、
市
の
立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
を
踏
ま
え
、
南
地
区
の
賑
わ

い
創
出
に
向
け
た
特
別
委
員
会
の

設
置
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、ご
審
議
の
程
お
願
い
し
た
い
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
、
事
業
計
画
・

収
支
予
算
と
「
南
地
区
再
開
発
調

査
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
」
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
基
本
方
針
（
3
つ
の

重
点
）
と
実
施
細
目
の
新
規
細
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
．
地
域
振
興
の
た
め
の
意
見
・

政
策
提
言
活
動
の
展
開

•
機
動
的
な
陳
情
活
動
の
実
施

•
各
部
会
、
委
員
会
等
に
よ
る
政

　

策
諸
課
題
へ
の
対
応

•
各
種
調
査
に
よ
る
経
営
課
題
の

　

把
握

2
．
地
域
経
済
活
性
化
事
業
の
推
進

•
伴
走
型
経
営
支
援
事
業
の
強
化

事
業
計
画
・
収
支
予
算

事
業
計
画
・
収
支
予
算

事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

開
会
に
あ
た
り
、
中
田
会
頭
よ

り
、「
燃
料
や
原
材
料
費
な
ど
物
価

高
騰
の
中
、
人
手
不
足
も
重
な
り

会
員
企
業
は
厳
し
い
事
業
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
推
察
し

て
い
る
。
一
方
で
コ
ロ
ナ
感
染
症

は
5
月
か
ら「
2
類
」か
ら「
５
類
」

に
移
行
さ
れ
る
な
ど
、
潮
目
が
変

わ
っ
て
来
て
お
り
、
細
心
の
注
意

は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ

と
共
生
し
な
が
ら
地
域
活
動
を
行

う
事
が
一
番
の
経
済
対
策
と
認
識

し
て
お
り
、
来
年
度
こ
そ
コ
ロ
ナ

を
乗
り
越
え
、
地
域
経
済
の
新
た

　

第
147
回
通
常
議
員
総
会
が
3
月
31
日
、
当
所
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
他
の
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

中田会頭挨拶

　【令和５年度一般会計収支予算書】

支出の部
　　　
　　
１．事業費
２．給与費
３．その他の管理費
４．繰出金
５．積立金
６．予備費

本年度予算額（円）

7,340,000
10,530,000
14,770,000
16,660,000
1,090,000
120,000

50,510,000

収入の部
　　　

１．会　費
２．事業収入
３．委託金
４．雑収入
５．繰入金
６．繰越金

本年度予算額（円）

31,280,000
6,250,000
2,620,000
200,000
8,410,000
1,750,000
50,510,000

科　　　目
款・項・目

科　　　目
款・項・目

支　出　合　計

収　入　合　計
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1
月
11
日
に
根
室
商
工
会
館
を

会
場
に「
最
東
端（
根
室
）・
最
北

端
（
稚
内
）
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
両
市
会
議

所
、
青
年
部
、
観
光
協
会
、
道
路

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
運

営
団
体
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
開
発

建
設
部
な
ど
30
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
中
田
会
頭
か
ら
「
最
東

端
、
最
北
端
の
『
生
産
空
間
』
に

人
が
住
み
続
け
る
こ
と
の
意
味
を

改
め
て
発
信
し
、
両
端
地
域
の
未

来
に
夢
と
希
望
を
つ
な
ぐ
機
会
と

し
た
い
」
、
根
室
商
工
会
議
所
の

山
田
康
志
会
頭
も
「
北
海
道
を
縦

と
横
に
つ
な
ぐ
道
路
は
北
海
道
の

★
最
東
端
・
最
北
端

　
　
　
　
　

サ
ミ
ッ
ト
開
催

★「
地
域
の
声
」
を

　
　
　
　
　

道
開
発
局
長
へ

肝
と
な
る
路
線
。
早
期
実
現
を
期

待
す
る
」と
挨
拶
。そ
の
後
、「
第
九

期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
期
待

す
る
北
海
道
縦
貫
・
横
断
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
①
経

済
、②
観
光
、③
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

三
分
科
会
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

分
科
会
討
議
の
発
表
を
行
い
、

両
地
域
の
共
通
課
題
を
地
域
の
声

と
し
て
北
海
道
開
発
局
（
札
幌
）

へ
届
け
る
こ
と
を
確
認
し
て
閉
会

し
た
。

　

1
月
26
日
、中
田（
稚
内
）・
山

田（
根
室
）の
両
会
頭
を
は
じ
め
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
各
団
体
の
代

表
な
ど
8
名
が
石
塚
宗
司
北
海
道

開
発
局
長
を
訪
問
し
、
先
の
サ
ミ

ッ
ト
で
確
認
し
た
内
容
と
し
て
、

北
海
道
縦
貫
・
横
断
道
路
の
延
伸

に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
実
現
を
図
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

現
在
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
次
期
の
第
九
期
北
海
道
総
合
計

画
に
、「
生
産
空
間
を
持
続
可
能
に

し
た
い
と
い
う
地
域
の
声
に
特
段

の
配
慮
を
」な
ど
と
要
望
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
石
塚
局
長
は
「
北

端
・
稚
内
と
東
端
・
根
室
の
両
会

議
所
が
一
堂
に
会
し
課
題
を
共
有

し
在
る
べ
き
姿
を
検
討
さ
れ
た
こ

と
は
極
め
て
画
期
的
で
新
し
い
取

り
組
み
」
と
し
た
上
で
「
両
地
域

は
優
れ
た
生
産
空
間
で
あ
り
、
そ

の
稼
ぐ
力
が
北
海
道
、
日
本
を
牽

引
し
て
い
く
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
感
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
地

域
に
人
が
定
住
し
続
け
る
た
め
の

施
策
は
重
要
。
次
期
計
画
を
策
定

す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
地
域
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
聴
く
事
と
な

っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
場
で
地
域

の
声
を
お
伝
え
い
た
だ
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
。
本
省
に
も
し
っ
か

り
伝
え
る
」
と
所
見
を
述
べ
た
。

　

現
在
策
定
作
業
が
進
む
第
九
期

北
海
道
総
合
開
発
計
画
は
令
和
5

年
度
中
に
閣
議
決
定
を
経
て
策
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
、
陳
情
要
望
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
全
線
開
通
の
早
期
実

現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

開会挨拶をする中田会頭開会挨拶をする中田会頭

石塚局長（中央）、中田（左）・山田根室会頭（右）石塚局長（中央）、中田（左）・山田根室会頭（右）

北
海
道
縦
貫・横
断
道
の
全
線
開
通
の
早
期
実
現
に
向
け
て

　
　 

〜
最
東
端・根
室
商
工
会
議
所
と
連
携
し
サ
ミ
ッ
ト
開
催
〜

北
海
道
縦
貫・横
断
道
の
全
線
開
通
の
早
期
実
現
に
向
け
て

　
　 

〜
最
東
端・根
室
商
工
会
議
所
と
連
携
し
サ
ミ
ッ
ト
開
催
〜

南
地
区
調
査
検
討
特
別
委
員
会

第
１
回
委
員
会
を
開
催

　

南
地
区
調
査
検
討
特
別
委
員

会
第
１
回
委
員
会
を
4
月
25
日
、

当
所
会
議
室
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
南
地
区
に
お

い
て
も
海
員
会
館
の
閉
鎖
を
は

じ
め
空
き
家
や
空
き
地
が
増
加

す
る
状
況
を
鑑
み
、
将
来
の
南

地
区
の
在
り
方
を
調
査
検
討
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
事
を
目
的
に
当
所
議
員
総

会
に
お
い
て
設
置
承
認
さ
れ
、

こ
の
度
、
第
1
回
目
の
委
員
会

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
構
成
メ
ン
バ
ー
に

選
任
さ
れ
た
委
員
6
名
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
2
名
に
中
田
会
頭
よ

り
委
嘱
状
を
交
付
し
中
田
会
頭

よ
り
「
中
央
地
区
は
新
庁
舎
建

設
を
含
め
、
新
た
な
姿
が
見
え

て
き
て
い
る
が
、
南
地
区
は
海

員
会
館
を
始
め
、
空
き
家
や
空

き
地
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
の
南
地
区
再
開
発
構
想
案

を
年
度
末
の
稚
内
市
へ
の
提
言

に
向
け
、
議
論
し
て
頂
き
た
い
」

と
挨
拶
。
続
い
て
委
員
長
に
選

任
さ
れ
た
㈱
谷
金
物
商
事
本
山

委
員
長
よ
り
「
限
ら
れ
た
期
間

で
す
が
、
南
地
区
を
良
く
す
る

た
め
に
、
委
員
の
皆
様
の
知
恵

と
お
力
を
貸
し
て
頂
き
た
い
」

と
挨
拶
し
、
今
後
の
進
め
方
等

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
令
和
6
年
3
月
ま

で
の
1
年
間
の
活
動
期
間
と
な

って
お
り
、令
和
6
年
2
月
ま
で

に
最
終
報
告
を
取
り
纏
め
、
商

工
会
議
所
よ
り
稚
内
市
へ
提
言

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
委
員
会
の
委
員
・
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◯
委
員
長

　

本
山
哲
司
（
㈱
谷
金
物
商
事

　

代
表
取
締
役
）

◯
副
委
員
長

　

坂
原
勇
次
（
米
倉
水
産
㈱
代

　

表
取
締
役
社
長
）、藤
田
隆
明

　
（
藤
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

◯
委　

員

　

永
井
由
美
子
（
北
海
ビ
ジ
ネ

　

ス
㈱
社
長
）、中
居
利
文（
㈱

　
ホ
ク
タ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）、

　

辻
井
光
雄
（
わ
か
ば
商
事
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
）

◯
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　

武
藤
尚
（
稚
内
商
工
会
議
所

　

青
年
部
、
㈱
武
藤
は
く
ぜ
ん

　

代
表
取
締
役
）
、
山
田
宜
幸

　

（
稚
内
信
用
金
庫
営
業
戦
略

　

セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
役
）本山委員長挨拶本山委員長挨拶
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稚
内
商
工
会
議
所
青
年
部
定
期

総
会
が
、
4
月
24
日
に
稚
内
商
工

会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
佐
々
木
会
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
加
え
て
超
少
子

高
齢
化
等
、
企
業
や
地
域
社
会
の

在
り
方
は
大
き
な
改
革
が
必
要
な

中
、
我
々
青
年
部
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人

と
し
て
、
日
々
研
鑽
を
重
ね
、
様

々
な
課
題
を
解
決
し
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
持
続
可

能
な
街
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
目
指

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
挨
拶
。

　

引
き
続
き
佐
々
木
会
長
を
議
長

に
議
事
に
入
り
、
新
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
他
に
つ
い
て
原

案
通
り
承
認
さ
れ
、
新
会
員
を
含

め
た
計
46
名
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
。 　

来
賓
に
中
田
会
頭
、
今
村
副
会

頭
を
お
招
き
し
、
中
田
会
頭
の
挨

拶
後
、
今
村
副
会
頭
か
ら
乾
杯
の

ご
発
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
度
で
満
50
歳

を
迎
え
た
卒
業
会
員
の
方
も
お
招

き
し
、
お
祝
い
と
し
て
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飯
﨑
副
会
長
の
締
め

の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
定
期
総
会
を
開
催

青
年
部
定
期
総
会
を
開
催

㈱れんげ堂
㈲木村石油
稚内信用金庫

企　　業　　名
【令和5年度 新会員】

加　藤　晃　康
木　村　修　太
桑　田　大　介

氏　　名

石塚建設興業㈱
㈱奥田屋
㈱稚内グランドホテル
㈲沢野豆腐店
島田商事㈱
たつみ食品㈱
アシスト社会保険労務士事務所
㈱渡辺設備工業

企　　業　　名
【令和4年度 卒業会員】

（氏名五十音順）

（氏名五十音順）

飯　沼　　　剛
奥　田　貴　也
梶　　　隆　一
澤　野　宏　樹
島　田　　　聖
神　　　誠　二
山　田　一　也
渡　邊　裕　道

氏　　名

佐々木会長挨拶佐々木会長挨拶

出村新会長より挨拶出村新会長より挨拶

◎
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

•
会　

長　
　

出　

村　

文　

江

•
副
会
長　
　

川　

口　

ひ
ろ
み

　
　
　
　
　
　

前　

田　

信　

子

　
　
　
　
　
　

杉　

川　

敦　

子

•
理
事
・
総
務
委
員
長

　
　
　
　
　
　

東　

方　

文　

子

•
理
事
・
総
務
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　

増　

田　

信　

子

　
　
　
　
　
　

小　

原　

伊　

子

•
理
事
・
事
業
委
員
長

　
　
　
　
　
　

風　

無　

光　

子

•
理
事
・
事
業
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　

山　

田　
　
　

睦

　
　
　
　
　
　

中　
　
　

恵　

実

•
理
事
・
厚
生
委
員
長

　
　
　
　
　
　

品　

田　

八
重
子

•
理
事
・
厚
生
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

園　

子

　
　
　
　
　
　

藤　

田　

信　

子

•
監　

事　
　

小　

鹿　

千
恵
子

　
　
　
　
　
　

奈　

良　

ひ
と
み

『
新
会
長
に

　
　
　

出
村
文
江
さ
ん
就
任
』

　

稚
内
商
工
会
議
所
女
性
会
の
令

和
5
年
度
定
時
総
会
は
、
去
る
4

月
25
日
、
車
屋
・
源
氏
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
東
方
会
長
よ
り
開

会
挨
拶
の
あ
と
、
議
事
に
入
り
各

議
案
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決

さ
れ
、
ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
改
選
で
は
、
新
会
長
に
出

村
文
江
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
村
新
会
長
か
ら
は
、

就
任
に
当
た
っ
て
、
稚
内
で
13
年

振
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
全
道
商

工
会
議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」

の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
ご
来
賓
と
し
て

今
村
副
会
頭
・
石
塚
副
会
頭
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
村
副

会
頭
に
は
、
ご
祝
辞
も
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

女
性
会
だ
よ
り

女
性
会
だ
よ
り
〜
女
性
会
の
活
動
状
況
〜

◆
女
性
会
総
会
を
開
催 

稚
内
商
工
会
議
所

創
立
75
周
年
記
念
講
演
・

祝
賀
会
を
開
催

稚
内
商
工
会
議
所

創
立
75
周
年
記
念
講
演
・

祝
賀
会
を
開
催

　

当
商
工
会
議
所
は
昭
和
23
年

12
月
7
日
に
当
時
の
商
工
大
臣

よ
り
設
立
認
可
を
受
け
、
創
立

以
来
、
令
和
5
年
を
も
っ
て
記

念
す
べ
き
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
先
人
が
築
い
て
き
た
こ

の
節
目
に
、
さ
ら
に
大
き
く
飛

躍
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
次
の

と
お
り
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
開
催
日

　
　

令
和
5
年
6
月
10
日
（
土
）

◎
場　

所

　
　

サ
フ
ィ
ー
ル
ホ
テ
ル
稚
内

◎
記
念
講
演

　
　

午
後
3
時
00
分
〜

〈
演
題
〉

　

「
北
海
道
開
発
を
巡
る

　
　
　
　
　
　

最
近
の
話
題
」

〈
講
師
〉

　

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局

　
　
　
　

局
長　
石
塚
宗
司　
様

◎
祝
賀
会

　
　

午
後
6
時
00
分
〜

　

記
念
講
演
は
、
皆
様
に
ご
参

加
頂
け
ま
す
の
で
、
是
非
お
申

し
込
み
の
上
ご
出
席
の
程
お
願

い
致
し
ま
す
。
な
お
、
祝
賀
会

は
当
所
役
員
議
員
並
び
に
来
賓

を
お
招
き
し
開
催
致
し
ま
す
。

　

次
の
方
が
新
た
に
議
員
へ
就

任
致
し
ま
し
た
。

　

平
田　
純
一　
議
員
《
㈱
明
治

稚
内
工
場
工
場
長
》

　
　
　

（
令
和
5
年
4
月
付
）

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

これまでの活動お疲れ様でした。これまでの活動お疲れ様でした。

㈱れんげ堂
㈲木村石油
稚内稚内信用信用金庫

加　藤　晃　康
木　村　修　太
桑　田　大　介介

の
抱ま

今
村

越
し

会
頭

て
お

今後の活動へのご協力をお願いします。今後の活動へのご協力をお願いします。

これまでの活動お疲れ様でした。

今後の活動へのご協力をお願いします。



（ 4 ）会議所報

旭川支社　旭川営業所稚内分室
〒097－0016 北海道稚内市萩見5丁目23－11
TEL0162－34－5570

稚内開発建設部佐々木部長（左）へ
要望書を手交する中田会頭・中村会長
稚内開発建設部佐々木部長（左）へ
要望書を手交する中田会頭・中村会長

　

当
所
と
宗
谷
管
内
商
工
会
連
合

会
と
連
名
で
、
稚
内
開
発
建
設
部
、

宗
谷
総
合
振
興
局
、
稚
内
市
（
市

は
商
工
会
議
所
単
独
要
望
）
に
対

し
年
度
当
初
に
実
施
し
て
い
る
、

地
元
経
済
の
下
支
え
と
な
る
「
公

共
事
業
の
早
期
発
注
と
地
元
中
小

企
業
へ
の
受
注
機
会
の
増
大
」
要

望
会
を
、
4
月
7
日
に
行
っ
た
。

　

当
所
か
ら
は
中
田
会
頭
・
中
場

副
会
頭・石
塚
副
会
頭・達
専
務
理

事
・
政
策
運
営
委
員
会
の
富
田
委

員
長・東
海
副
委
員
長・杉
川
副
委

員
長
が
出
席
。
稚
内
開
発
建
設
部
、

宗
谷
総
合
振
興
局
へ
は
宗
谷
管
内

商
工
会
連
合
会
の
中
村
会
長
、小
神

副
会
長
、
松
永
副
会
長
と
共
に
訪

問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
提
出
。

　

稚
内
開
建
へ
の
要
望
で
は
、
中

田
会
頭
よ
り
、「
宗
谷
管
内
の
道
路
、

港
湾
、空
港
、農
業
を
始
め
と
し
た

社
会
資
本
整
備
は
、
地
域
産
業
の

振
興
に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い

も
の
。特
に
豊
富
北
稚
内
間
の
高
規

格
化
、稚
内
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
強

化
に
つ
き
ま
し
て
も
早
期
の
調
査

促
進
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。

稚
内
開
発
建
設
部
、佐
々
木
部
長

よ
り「
本
年
度
予
算
は
、前
年
度
を

上
回
る
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

ご
要
望
の
内
容
を
受
け
止
め
、引
き

続
き
安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
、
必
要
な
社
会
資
本
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
参
り
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

宗
谷
総
合
振
興
局
、
辻
井
局
長

か
ら
は
「
公
共
事
業
の
管
内
発
注

率
は
90
％
を
越
え
て
い
る
状
況
で

維
持
し
て
い
き
た
い
。
管
内
経
済

は
物
価
高
騰
で
事
業
者
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
振
興
局
と
し

て
は
、
観
光
誘
客
や
食
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
首
都
圏
等
で
の
プ
ロ

モ
ー
ション
、人
手
不
足
対
策
も
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
」と
挨
拶
。

　

稚
内
市
、工
藤
市
長
か
ら
は「
公

共
事
業
の
早
期
発
注
に
つ
い
て
、

4
月
11
日
に
本
年
度
1
回
目
の
入

札
を
行
う
事
と
な
っ
て
い
る
。
公

共
事
業
の
役
割
は
大
き
い
と
思
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
早
期
発
注
に

努
め
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
。
そ

の
後
、
各
所
で
懇
談
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

4
月
24
日
、
当
所
に
て
、
持
続

可
能
な
稚
内（
ま
ち
）づ
く
り
講
演

会
を
関
係
各
位
50
名
が
参
加
し
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
中
田
会
頭
は「
高

規
格
幹
線
道
路
の
有
益
性
と
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
の
効
果
を
再

確
認
し
、
さ
ら
に
そ
の
機
運
を
高

め
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
講
師
の
北
海
道
大
学

工
学
研
究
院
土
木
工
学
部
門
先
端

社
会
シ
ス
テ
ム
萩
原
亨
教
授
よ
り
、

「
宗
谷
エ
リ
ア
に
お
け
る
高
速
道

路
整
備
の
必
要
性
（
番
外
編
）
」

と
題
し
て
講
演
。

　

宗
谷
地
域
に
お
い
て
は
、
地
理

的
な
観
点
か
ら
国
境
を
有
す
る
価

値
に
加
え
、
物
流
の
支
援
や
災
害

時
の
対
応
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら

価
値
を
定

量
化
し
、

関
係
各
所

に
示
し
て

い
く
こ
と

が
重
要
で

あ
る
と
の

ご
講
演
を

頂
き
ま
し

た
。

「
公
共
事
業
の
早
期
発
注
と
地
元
中
小
企

業
へ
の
受
注
機
会
の
増
大
」要
望
を
実
施

持
続
可
能
な

稚
内（
ま
ち
）づ
く
り

講
演
会
開
催
！

持
続
可
能
な

稚
内（
ま
ち
）づ
く
り

講
演
会
開
催
！

国・道・市
へ

萩原教授より講演萩原教授より講演
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